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第三部  プリベンタブル・デスを知っていますか？   

                                   担当：小林一郎 

 

 

 

あの時準備しておけば良かった。気づいて通報しておけば命が助かった・・。重傷度を

見分ける知識さえあれば防げたのに・・。災害現場ではこうした声が必ずと言っていい

ほど聞かれます。“悔い”と言えばそれまでのこと。しかし、中身を良く分析してみる

と、そこには安全に対するヒントが隠されています。 

 

プリベンタブル・デスという言葉があります。ミスや意識の不足が原因となる『避け得

た死』と言う意味です。災害現場では発生する現象のつながりと予見が出来ないため、

救命への道筋が途切れてしまうことがあります。状況把握の不正確さ、症状の何たるか

を知らなかったための措置の遅れ、搬送・リレーの混乱など様々です。 

そうして人為的ミスを単なる反省材料に留めるのではなく、積極的に原因を掘り下げ検

証して、前向きに舵を切り替えるのが『プリベンタブル・デス』の考え方です。 

“防ぎ得た死”という過去形の表現から、様々な知見や反省を元にそれを“防ぎうる死”

に変え、その具体的な行動指針を作り出すものです。 

 

言葉で言っても容易にはイメージはつかめません。そこで一枚のチャートを用意しまし

た。 








